
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大径部の端部に小径の軸受部を有し、ディスプレー体の支持部を兼ねる回転シャフトと
、この回転シャフトの軸受部を回転可能に支持し、装置本体に固定される装置本体取付け
板と、この装置本体取付け板の両側に圧接するように前記軸受部に挿入され、前記回転シ
ャフトを任意の位置に面摩擦によって保持させる回転摩擦板とを少なくとも備えたＯＡ機
器用チルトヒンジにおいて、前記回転シャフトの軸受部は九角形状よりなり、前記回転摩
擦板は、軸受部と共に回転するように該軸受部と同じ形状の九角形穴となって

ことを特徴とするＯＡ機器用チルトヒンジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パソコン、ワープロ等のＯＡ機器のディスプレー体を開閉させるためのＯＡ機
器用チルトヒンジに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のＯＡ機器用チルトヒンジの１例を図５により説明する。回転シャフト３０は、大径
部３０ａの一方側に形成された小径よりなる軸受部３０ｂと、大径部３０ａの他方側に形

10

20

JP 3655498 B2 2005.6.2

おり、前記
装置本体取付け板及び前記装置本体取付け板の両側に配設された前記回転摩擦板の一方の
対向面には、油を保持するための波形の油溝が内周部から外周部、外周部から内周部に向
けて連続して形成されている



成されたディスプレー体取付け部３０ｃとを有している。軸受部３０ｂには、大径部３０
ａから順次回転摩擦板３１、装置本体取付け板３２、回転摩擦板３３，３４、スプリング
ワッシャ３５及びスペーサ３６が挿入され、軸受部３０ｂの端部をかしめて装置本体取付
け板３２の両側に回転摩擦板３１、３３を圧接させている。ディスプレー体取付け部３０
ｃは保持板２０を介してディスプレー体２１に固定され、装置本体取付け板３２は装置本
体２２に固定されている。
【０００３】
この種のＯＡ機器用チルトヒンジとして、例えば実開平５－２１０７９号公報、実開平５
－２１０８０号公報、特開平７－３２４５５２号公報、特開平１０－２８０７８１号公報
等が挙げられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来技術は、軸受部３０ｂは丸形状で、回転摩擦板３１、３３、３４は丸穴となって
いる。このため、回転シャフト３０を回転させた時、回転摩擦板３１、３３が回転シャフ
ト３０と共に回転しない場合があり、装置本体取付け板３２と回転摩擦板３１、３３間に
所定のトルクが得られないという問題があった。
【０００５】
この問題を解決するものとして、軸受部３０ｂに溝又はフラット面を設け、回転摩擦板３
１、３３、３４の穴に前記溝に係合する突起又は前記フラット面に対応したフラット面を
設け、回転シャフト３０と共に回転摩擦板３１、３３、３４が回転するようにしたものが
提供されている。しかし、この構造は、軸受部３０ｂに溝又はフラット面を設けるので、
強度的に軸受部３０ｂを小さくすることができなく、大型化する。また小型化すると装置
本体取付け板３２と回転摩擦板３１、３３との接触面積が小さくなり、高トルクが得られ
ないという問題があった。
【０００６】
本発明の課題は、小型で高トルクが得られるＯＡ機器用チルトヒンジを提供することにあ
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するための本発明 段は、大径部の端部に小径の軸受部を有し、ディ
スプレー体の支持部を兼ねる回転シャフトと、この回転シャフトの軸受部を回転可能に支
持し、装置本体に固定される装置本体取付け板と、この装置本体取付け板の両側に圧接す
るように前記軸受部に挿入され、前記回転シャフトを任意の位置に面摩擦によって保持さ
せる回転摩擦板とを少なくとも備えたＯＡ機器用チルトヒンジにおいて、前記回転シャフ
トの軸受部は九角形状よりなり、前記回転摩擦板は、軸受部と共に回転するように該軸受
部と同じ形状の九角形穴となって

ことを特徴とす
る。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態を図１及び図２により説明する。図１に示すように、回転シャフト
１は、大径部１ａの一方側に形成された小径よりなる軸受部１ｂと、大径部１ａの他方側
に形成されたディスプレー体取付け部１ｃとを有している。軸受部１ｂには、大径部１ａ
から順次回転摩擦板２、装置本体取付け板３、回転摩擦板４、固定摩擦板５、回転摩擦板
６、スプリングワッシャ７及びスペーサ８が挿入され、軸受部１ｂの端部をかしめて装置
本体取付け板３の両側に回転摩擦板２、４を圧接させている。ディスプレー体取付け部１
ｃは保持板２０を介してディスプレー体２１に固定され、装置本体取付け板３は装置本体
２２に固定されている。
【００１０】
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の手

おり、前記装置本体取付け板及び前記装置本体取付け板
の両側に配設された前記回転摩擦板の一方の対向面には、油を保持するための波形の油溝
が内周部から外周部、外周部から内周部に向けて連続して形成されている



軸受部１ｂは、図２に示すように九角形状となっている。回転摩擦板２、４、６は、軸受
部１ｂと共に回転するように、該軸受部１ｂと同じ九角形穴となっている。装置本体取付
け板３及び固定摩擦板５は、軸受部１ｂを回転可能に支持する丸穴が形成されている。ま
た装置本体取付け板３には係合穴３ａが形成され、この係合穴３ａには固定摩擦板５に形
成された係合突起５ａが係合している。
【００１１】
これにより、回転シャフト１は、所定の回転トルクを加えた時のみに回転することができ
、ディスプレー体２１を任意の位置で停止させることができる。装置本体取付け板３の両
面には、図３に示すように、波形の油溝３ｂが内周部から外周部、外周部から内周部に向
けて連続して形成されている。
【００１２】
このように、軸受部１ｂは九角形状よりなり、この軸受部１ｂと共に回転する回転摩擦板
２、４、６も九角形穴となっているので、次のような効果が得られる。軸受部１ｂを小径
とすることができ、また装置本体取付け板３及び固定摩擦板５と接触する回転摩擦板２、
４の接触面積が増大し、高トルクが得られる。更に軸受部１ｂの九角形状と回転摩擦板２
、４、６の九角形穴との接触は、３個の三角形状と３個の三角形穴との組合せとなるので
、回転シャフト１を安定して回転させることができる。
【００１３】
またディスプレー体２１の開閉によって回転シャフト１、回転摩擦板２、４、６が回転す
ると、装置本体取付け板３の油溝３ｂ内の油は該油溝３ｂに沿って移動する。即ち、油は
装置本体取付け板３の内周部から外周部、外周部から内周部に移動する。このため、回転
摩擦板２、４のほぼ全面に対応して油が移動しながら供給されることになるので、装置本
体取付け板３と回転摩擦板２、４との摩擦が低減し、耐久性が向上する。
【００１４】
図４は本発明の他の実施の形態を示す。前記実施の形態は、大径部１ａと装置本体取付け
板３間に回転摩擦板２のみを設けた。本実施の形態は、大径部１ａと装置本体取付け板３
間に固定摩擦板１０と、この固定摩擦板１０の両側に回転摩擦板１１、１２を設けた。そ
の他は前記実施の形態と同じ構成となっている。固定摩擦板１０は固定摩擦板５と同様に
軸受部１ｂを回転可能に支持する丸穴が形成され、装置本体取付け板３の係合穴３ａに固
定摩擦板１０に形成した係合突起１０ａが係合している。回転摩擦板１１、１２は、回転
摩擦板２、４、６と同様に九角形穴となっている。
【００１５】
このように、固定摩擦板１０及び回転摩擦板１１、１２を設けると、前記実施の形態と同
様に効果が得られると共に、トルクは更に向上する。
【００１６】
なお、上記各実施の形態においては、装置本体取付け板３に油溝３ｂを設けた場合につい
て説明したが、装置本体取付け板３には油溝３ｂは設けないで、回転摩擦板２、４の装置
本体取付け板３への対向面に前記油溝３ｂと同じ形状の油溝を設けてもよい。また軸受部
１ｂ及びディスプレー体取付け部１ｃの端部をかしめた場合について説明したが、軸受部
１ｂ及びディスプレー体取付け部１ｃの端部にねじ部を設け、このねじ部にナットを締め
付けてもよいことは言うまでもない。
【００１７】
【発明の効果】
　本発明は、回転シャフトの軸受部は九角形状よりなり、回転摩擦板は、軸受部と共に回
転するように該軸受部と同じ形状の九角形穴となっているので、小型で高トルクが得られ
る。
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また前記装置本体取付け板及び前記装置本体取付け板の両側に配設された前記回転摩擦
板の一方の対向面には、油を保持するための波形の油溝が内周部から外周部、外周部から
内周部に向けて連続して形成されているので、油溝内の油は装置本体取付け板の内周部か
ら外周部、外周部から内周部に移動する。このため、回転摩擦板のほぼ全面に対応して油



【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＯＡ機器用チルトヒンジの一実施の形態を示す断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面拡大図である。
【図３】装置本体取付け板を示し、（ａ）は正面拡大図、（ｂ）は断面拡大図である。
【図４】本発明のＯＡ機器用チルトヒンジの他の実施の形態を示す断面図である。
【図５】従来のＯＡ機器用チルトヒンジを示す断面図である。
【符号の説明】
１　　　回転シャフト
１ａ　　大径部
１ｂ　　軸受部
１ｃ　　ディスプレー体取付け部
２　　　回転摩擦板
３　　　装置本体取付け板
３ｂ　　油溝
４　　　回転摩擦板
５　　　固定摩擦板
６　　　回転摩擦板
１０　　固定摩擦板
１１，１２　　回転摩擦板
２１　　ディスプレー体
２２　　装置本体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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が移動しながら供給されることになり、装置本体取付け板と回転摩擦板との摩擦が低減し
、耐久性が向上する。



【 図 ５ 】
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